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広報 
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3
弥生 
やよい 

あさぎり町 
町花：リュウキンカ 
町木：ブナ 
町鳥：ヒバリ 

第４回 食と農のフォーラム（関連記事 9P） 

「農」を体験し、「食」を学ぼう！ 



役
場
本
庁
舎
１
階

■
総
務
課

◇
総
務
班

・
総
務
担
当

職
員
の
給
与
、
健
康
に
関
す
る

こ
と
、
法
政
執
務
、
文
書
管
理
、

条
例
等
の
審
査
、
情
報
公
開
、

選
挙
管
理
委
員
会
な
ど

・
行
政
担
当

町
の
財
産
管
理
、
契
約
、
防
災

消
防
、
交
通
安
全
、
防
犯
、
自

衛
官
募
集
な
ど

◇
各
支
所

上
支
所
（
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
内
）

岡
原
支
所
（
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）

須
恵
支
所
（
須
恵
文
化
ホ
ー
ル

内
）

深
田
支
所
（
深
田
校
区
公
民
館

「
せ
き
れ
い
館
」
内
）

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
住
民
票
、

戸
籍
関
係
の
各
種
証
明
書
の

交
付
、
年
金
や
各
福
祉
制
度

の
申
請
な
ど
を
行
う
こ
と
が

あ
さ
ぎ
り
町
で
は
組
織
の
大
幅
な
改
編
を
行
い
、
本
年
４
月
１
日

よ
り
次
の
組
織
で
様
々
な
行
政
事
務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

各
課
の
事
務
分
掌
は
次
の
と
お
り
で
すで

き
ま
す
。

◇
企
画
財
政
班

・
財
務
担
当

町
の
予
算
編
成
、
執
行
管
理
、

財
政
な
ど

・
企
画
広
報
担
当

企
画
調
整
、
町
の
総
合
計
画
、

過
疎
計
画
、
地
域
審
議
会
、
地

方
バ
ス
対
策
、電
算
シ
ス
テ
ム
、

統
計
調
査
、
広
報
活
動
な
ど

■
行
財
政
改
革
推
進
室

行
財
政
改
革
推
進
全
般

※
平
成
19
年
４
月
か
ら
総
務
課

に
編
入
予
定
で
す
。

■
町
民
課

・
住
民
戸
籍
担
当

住
民
基
本
台
帳
、
戸
籍
、
印
鑑

登
録
、
人
権
擁
護
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
外
国
人

登
録
人
口
推
計
な
ど

・
健
康
保
険
担
当

国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
、

老
人
保
健
医
療
な
ど

総務班 

総務課 

企画財政班 

相談室 

町民課 

４５－７２１３ 

総務課 

税務課 

賦課徴収担当 総務班 
財務担当 

用度庫 

ＪＡくま派出所 

行財政改 
革推進室 

← 

４５－１１１１（代） 

喫煙 
コー 
ナー 

給湯室 

談話 
ロビー 

助役室 

２階へ 

行政担当 総務担当 無線室 

助　役 

当直室 

税務課 

地籍担当 

２階へ 

↓ 

給湯室 

ＡＴＭ 

機械室 

小会議室 

更衣室 

総 
合 
窓 
口 

トイレ 

総務担当 

町指定金融機関 

収入役 

会計課 
４５－７２２４ 

納税相談室 

あさぎり町役場　本庁舎配置図（１階） 

４５－７２１２ 

多目的 

トイレ 

女子 男子 

トイレ 

４５－１１１１（代） 

ファックス 

45-3667
町長室 

町　長 

給湯室 

(階段下)

光庭(吹き抜け)印刷室 玄関 

国民健康 住民戸籍 

保険担当 担当 

変 わ り ま す



■
会
計
課

一
般
会
計
、
特
別
各
会
計
及
び

歳
入
歳
出
外
現
金
の
出
納
事
務

全
般
並
び
に
用
度
品
の
管
理

な
どま

た
、
あ
さ
ぎ
り
町
指
定
金

融
機
関
と
し
て
、「
Ｊ
Ａ
く
ま

（
球
磨
地
域
農
業
協
同
組
合
）」

の
窓
口
（
派
出
所
）
や
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
現
金
自
動
支
払
機
）
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
税
務
課

・
賦
課
徴
収
担
当

町
民
税
、
法
人
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
の
課
税
、
徴
収
、

申
告
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
地
籍
担
当

地
籍
（
国
土
）
調
査
全
般

役
場
本
庁
舎
２
階

■
あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会

事
務
局

◇
学
校
教
育
班

・
学
校
教
育
担
当

教
育
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
、

学
校
教
育
・
幼
稚
園
、
学
校
施

設
の
維
持
管
理
な
ど

・
学
校
給
食
担
当

給
食
セ
ン
タ
ー
の
管
理
・
運
営

な
ど※

あ
さ
ぎ
り
町
給
食
セ
ン
タ

ー
は
、
平
成
18
年
９
月
よ
り

稼
働
予
定
で
す
。

◇
社
会
教
育
班

・
生
涯
学
習
担
当

社
会
教
育
委
員
、
成
人
教
育
、

社
会
教
育
団
体
の
育
成
、
公

民
館
育
成
指
導
、
各
種
生
涯

学
習
講
座
・
講
演
会
の
開
催
、

文
化
財
の
保
護
管
理
、
人
権

教
育
な
ど

・
体
育
振
興
担
当

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
体
育

施
設
の
維
持
管
理
及
び
貸
出
、

体
育
協
会
及
び
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
育
成
、
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の

運
営
な
ど

(西側)

機械室 

１階より 

多目的 

あさぎり町役場　本庁舎配置図（２階） 

(東側)(西側)

電算室 

１階より 

４５－７２２６ 

学校教育班 

教育長 

教育長室 

企画広報担当 

女子トイレ 

給湯室 

トイレ 

男子トイレ 

教育委員会 

↑ 

企画財政班 

４５－７２１１ 

総務課 

光庭(吹き抜け)

テラス 

吹 
き 
抜 
け 

４５－７２２８ 

喫煙コーナー 

生涯学習担当 

体育振興担当 

４５－７２２７ 

応接テーブル 

社会教育班 

監査室 

給湯 
室 

教育委員会 

← 

→ 

第二会議室 

倉庫 第一会議室(東側)

文書庫 

４月から役場組織が



役
場
東
庁
舎

■
環
境
整
備
課

◇
建
設
班

・
工
務
担
当

道
路
網
整
備
計
画
、
防
災
点
検
、

道
路
・
橋
梁
・
河
川
整
備
、
公
共

土
木
災
害
、
公
共
施
設
・
公
営
住

宅
建
設
な
ど

・
維
持
管
理
担
当

道
路
等
の
維
持
管
理
業
務
、
登

記
事
務
、
道
路
台
帳
、
公
営
住

宅
の
管
理
・
入
退
居
、
使
用
料

徴
収
な
ど

◇
環
境
保
全
班

・
環
境
保
全
担
当

狂
犬
病
予
防
、
墓
地
公
園
管
理
、

地
球
温
暖
化
対
策
、
公
害
、
水
質
、

景
観
、
屋
外
広
告
な
ど

・
廃
棄
物
対
策
担
当

一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
、
収

集
・
運
搬
及
び
処
分
に
係
る
指

導
監
督
、
廃
棄
物
減
量
化
対
策

な
ど

◇
水
道
班

・
水
道
整
備
担
当

水
道
事
業
に
関
す
る
こ
と

・
上
下
水
道
施
設
維
持
管
理
担
当

上
下
水
道
検
針
、
水
道
施
設
管
理

使
用
料
・
分
担
金
の
調
定
お
よ
び

徴
収
、
指
定
工
事
店
、
浄
化
槽

な
ど

◇
下
水
道
班

・
下
水
道
整
備
担
当

下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ
と

■
産
業
振
興
課

◇
農
業
振
興
班

・
農
政
担
当

水
田
生
産
調
整
、
総
合
農
政
、

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
、
生

産
総
合
、
畜
産
、
中
山
間
直
接

支
払
制
度
、
あ
さ
ぎ
り
ブ
ラ
ン

ド
な
ど

・
農
地
整
備
担
当

農
業
土
木
、
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
、
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
、

清
願
寺
ダ
ム
、
川
辺
川
総
合
土
地

改
良
事
業
、
緊
急
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業
な
ど

◇
林
業
振
興
班

・
林
務
担
当

公
有
林
、
森
林
観
光
資
源
開
発
、

森
林
組
合
、
財
産
区
の
管
理

な
ど

・
林
業
土
木
担
当

森
林
土
木
、
治
山
治
水
、
林

道
・
作
業
道
の
整
備
維
持
管
理
、

災
害
復
旧
な
ど

◇
商
工
観
光
班

・
商
工
担
当

商
工
会
、
中
心
市
街
地
活
性
化
、

商
工
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
（
ポ
ッ
ポ
ー
館
）
管
理
運
営
、

企
業
誘
致
、
駅
前
駐
車
場
の
管

理
運
営
、
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど

・
地
域
振
興
担
当

観
光
振
興
、
イ
ベ
ン
ト
、
グ
リ

４５－７２２５ 

ＦＡＸ 

東庁舎北側別棟会議室 

下水道班 

環境整備課 

水道班 

農業振興班 

４５－７２２９ 

４５－７２３０ 

農村女性の家 
シルバー人材センター事務局 

女子 
トイレ 

印刷室 

機械室 

玄関 

給湯室 

駐輪場 

４５－７２２２ ４５－７２２１ ４５－７２２３ 

環境保全班 建設班 

４５－７２１７ 

４５－７２２０ 

スロープ 

男子 
トイレ 

総合 
窓口 

林業振興班 商工観光班 

駐輪場 

４５－７２１９ 

相談室 

産業振興課 多目的 

４５－７２１８ 

ＦＡＸ 

トイレ 

給湯室 

女子更衣室 

農業委員会 

第一 
小会議室 

第二 
小会議室 

倉庫 

南側(線路側)駐車場 

東庁舎 



ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
定
住
促

進
、
雇
用
促
進
、
あ
さ
ぎ
り
ブ

ラ
ン
ド
の
開
発
な
ど

あ
さ
ぎ
り
町
農
業
委
員
会

■
農
業
委
員
会
事
務
局

農
地
法
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
、
農
業
者
年
金
、
農
地
等
基
本
台

帳
、
遊
休
農
地
対
策
な
ど

あ
さ
ぎ
り
町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

■
健
康
福
祉
課

総
合
受
付

福
祉
セ
ン
タ
ー
玄
関
正

面
の
総
合
受
付
で
課
内
各
担
当
業
務

の
受
付
、
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

◇
福
祉
班

・
福
祉
総
合
担
当

地
域
福
祉
計
画
、
保
健
福
祉
総
合
計

画
、
福
祉
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
児
童
民

生
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
生
活

保
護
対
策
、
保
育
所
、
子
育
て
支
援
、

男
女
共
同
参
画
、
消
費
者
行
政
、
児

童
扶
養
手
当
、
人
権
対
策
な
ど

・
障
害
者
福
祉
担
当

障
害
者
プ
ラ
ン
、
身
体
・
知
的
・
精

神
障
害
者
福
祉
、
機
能
訓
練
事
業

な
ど

◇
高
齢
総
合
班

・
高
齢
福
祉
担
当

老
人
保
護
措
置
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
、
敬
老
事
業
、
地
域
住

民
活
動
グ
ル
ー
プ
支
援
、
緊
急
通

報
体
制
整
備
な
ど

・
介
護
保
険
担
当

介
護
保
険
の
資
格
管
理
、
給
付
実
績
、

保
険
料
管
理
、
受
給
者
管
理
、
要
介
護

認
定
訪
問
調
査
、
相
談
指
導
、
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
予
防
事
業
及
び
介
護
予
防
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
高
齢
者
の

心
身
の
健
康
の
維
持
、
保
健
・
福

祉
・
医
療
の
向
上
、
生
活
の
安
定
の

た
め
に
必
要
な
援
助
、
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す

◇
健
康
増
進
班

・
保
健
予
防
担
当

老
人
保
健
、
健
康
づ
く
り
、
地

域
保
健
事
業
、
献
血
促
進
、
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
、
鍼
灸

券
の
発
行
な
ど

・
母
子
保
健
担
当

予
防
接
種
、
乳
幼
児
医
療
な
ど

◇
保
健
指
導
班

・
保
健
師
に
よ
る
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す

◇
救
護
施
設
班

救
護
施
設
の
管
理
・
運
営

あ
さ
ぎ
り
町
議
会

※
こ
れ
ま
で
ど
お
り
旧
上
支
所
前

に
あ
り
ま
す
。

■
議
会
事
務
局

議
事
調
査
、
議
会
庶
務
な
ど
町

議
会
の
事
務

■
監
査
委
員
書
記

機械室 

厨房 

↑ 

２階 

多目的 
トイレ 

大広間 

男子 
トイレ 

給湯室 

あさぎり町総合福祉センター 

健康福祉課 

地域包括支援 
センター 

福祉班 

４５－７２３１ ４５－７２１４ 

障 
害 
者 
自 
立 
支 
援 
認 
定 
審 
査 
会 

相談室 

４５－５１３３ 

健康増進班 

給湯室 

倉庫 保健指導班 

保健センター 
連絡通路 

玄　関 

エレ 
ベー 
ター 

下足 

コーナー 

ホール 

２階へ 

社会福祉 
協議会 
事業所 

ＦＡＸ　４９－９５３５ 

総 
合 
受 
付 

４５－７２１６ 

女子 
トイレ 

高齢総合班 

待 
合 
用 
イ 
ス 

４５－７２１５ 

あさぎり町総合福祉センターは、役場本庁舎の北側に 
隣接しています 



10
月
30
日
に
も
み
じ
館
で
開
催
さ
れ
た
岡
原
校
区
ミ
ニ
文
化
祭
を
皮
切
り
に
、
11

月
６
日
に
は
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
で
須
恵
校
区
、
同
月
27
日
、
ポ
ッ
ポ
ー
館
で
免
田
校

区
、
12
月
４
日
せ
き
れ
い
館
で
深
田
校
区
、
１
月
29
日
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
で
上
校
区

と
そ
れ
ぞ
れ
に
ミ
ニ
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
の
活
動
の
中
で
制
作
さ
れ
た
作
品
の
展
示
の
ほ
か
、
各
種
団
体
の
発
表
で
ど

の
会
場
も
多
く
の
出
演
者
と
観
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

日
頃
の
活
動
の
成
果
を

各
校
区
ミ
ニ
文
化
祭
開
催

１
月
28
日
か
ら
29
日
か
け
て

の
２
日
間
、
大
分
県
九
重
森
林

公
園
ス
キ
ー
場
を
会
場
に
体
験

活
動
「
ス
キ
ー
に
挑
戦
！
」

（
あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会
主

催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
験
活
動
に
参
加
し
た
の
は

町
内
の
小
学
生
35
名
で
、
28
日

に
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
鑑

賞
、
29
日
に
は
午
前
中
に
ス
キ

ー
場
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

指
導
を
受
け
た
後
、
午
後
か
ら

は
リ
フ
ト
に
の
っ
て
滑
走
体

験
。
中
に
は
上
手
に
滑
れ
る
よ

う
に
な
り
、
何
度
も
コ
ー
ス
を

楽
し
む
参
加
者
も
。

宿
泊
先
の
九
重
青
少
年
の
家

で
も
、
同
年
代
の
子
ど
も
た
ち

と
い
う
こ
と
で
終
始
笑
い
声
が

絶
え
ず
、
校
区
を
越
え
て
交
流

を
深
め
る
活
動
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

１
月
15
日
、
キ
ッ
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
女
子
・
中

学
一
般
男
子
の
部
の
４
部
門
、
町
内
か
ら
合
計
44

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
免
田
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
新
春
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、

町
の
サ
ッ

カ
ー
協
会

が
、
サ
ッ

カ
ー
競
技

の
人
口
拡

大
と
各
世

代
の
交
流

を
目
的
と

し
て
毎
年

開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

３
回
目
の
開
催
を
迎
え
る
今
年
は
、
初
め
て
女

子
部
門
が
設
け
ら
れ
、
小
学
生
か
ら
マ
マ
さ
ん
チ

ー
ム
ま
で
４
チ
ー
ム
が
優
勝
を
か
け
競
い
ま
し

た
。
ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
児
の
キ
ッ
ズ
の
部

で
は
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に

保
護
者
や
観
客
か
ら
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

部
門

優
勝
チ
ー
ム

準
優
勝
チ
ー
ム

幼
児
の
部

Ｆ
Ｃ
ま
ど
か
Ｂ

Ｆ
Ｃ
ま
ど
か
Ａ

小
学
１
・
２
年
生
の
部

あ
さ
ぎ
り
免
田
Ｆ
Ｃ

あ
さ
ぎ
り
岡
原
Ｆ
Ｃ

Ｕ
―
８

キ
ャ
ノ
ン
シ
ュ
ー
ト

小
学
３
・
４
年
生
の
部

あ
さ
ぎ
り
岡
原
Ｆ
Ｃ

あ
さ
ぎ
り
岡
原
Ｆ
Ｃ

ジ
ェ
ッ
ツ

タ
イ
ガ
ー
シ
ョ
ッ
ト

小
学
５
年
生
の
部

あ
さ
ぎ
り
岡
原
Ｆ
Ｃ

上
小
マ
ジ
レ
ッ
ド

チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
ズ

小
学
６
年
生
の
部

あ
さ
ぎ
り
岡
原
Ｆ
Ｃ

免
田
小
６
年
マ
イ
ア
ヒ

レ
イ
ダ
ー
ス

女
子
の
部

上
小
マ
ジ
グ
リ
ー
ン

あ
さ
ぎ
り
免
田
Ｆ
Ｃ

マ
マ
さ
ん

新
し
い
友
だ
ち
も
で
き
た
よ
！

ス
キ
ー
体
験

マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
も
登
場

平
成
18
年
あ
さ
ぎ
り
新
春

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル



正
月
明
け
の
１
月
15
日
、
各
地
で

地
域
主
催
の
伝
統
行
事
「
ど
ん
ど
や
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
須
恵
校
区
に

お
い
て
も
中
島
親
水
公
園
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、
楽
し
い
冬
の
行
事
に
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
想
い

出
の
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

須
恵
校
区
に
お
け
る
「
ど
ん
ど
や
」

は
、
消
防
団
か
ら
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

引
き
継
が
れ
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
か
ら
校
区
内
の
各
種
12
団
体
の

代
表
者
に
よ
る
実
行
委
員
会
で
企
画
。

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
よ
う
と
昨
年

か
ら
準
備
を
進
め
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

１
年
間
の
安
全
を
祈
願
す
る

神
事
が
行
わ
れ
、
来
賓
挨
拶
の

あ
と
代
表
者
で
点
火
。
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
ゲ
ー
ム
や

各
種
団
体
が
用
意
し
た
ぜ
ん
ざ

い
や
豚
汁
、
チ
ャ
ン
ポ
ン
な
ど

が
無
料
で
ふ
る
ま
わ
れ
た
ほ
か
、

上
球
磨
消
防
署
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

の
装
備
品
展
示
や
実
技
、
地
元

消
防
団
や
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

一
斉
放
水
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
大
人
は
、
青
竹
の
香
り
漂

う
「
た
か
ん
ぽ
焼
酎
」
も
あ
り
、

賑
や
か
な
声
が
球
磨
川
の
ほ
と
り
に

響
き
渡
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

あさぎり町教育委員会の主催による影絵劇「ない

た赤おに」の上演が１月22日、須恵文化ホールにお

いて人吉影絵サークル「まつぼっくり」により上演

され、多くの家族連れが鑑賞しました。

「まつぼっくり」は、1973年（昭和48年）に設立

され、これまで県内外での公演は約500回を数え、延

べ18万人の観客動員を記録している熊本県を代表す

る文化団体のひとつです。

この日は、上演の前に手を使った動物の影絵など

の実演が行われたあと、「ないた赤おに」のほか、

「３びきのこぶた」、「うたうシルエット」も上演され、

大人も童心に返って鑑賞されていました。

１月12日岡留神社において、多良木警察署管内の

交通安全祈願祭が行われました。

昨年は同管内の死亡事故は７件発生し９人が死亡

するという県内でも宇城警察署管内に次いで２番目

に多く、すべてあさぎり町内で発生しました。

神事では関係者より玉串が捧げられ、地元を代表

して犬童町長が「管内７件のうち９人が死亡すると

いう事故がすべて町内で発生と不名誉なことで申し

訳ないと思っています。事故は起こした方も起こさ

れた方も不幸なことです。今年は１件も死亡事故が

起こらないよう祈っています。」と述べました。



あさぎり町ＰＴＡ連絡
協議会（金森伸彦会長）
主催による教育講演会が
１月24日須恵文化ホール
で開催され、昨今社会的
な問題となっている少年
犯罪や非行の増大を踏ま
え、親が果たす役割を再
認識しようと「子どもた

ちを健やかに育むためにできること」をテーマに多良木
警察署生活安全課警部補の森元氏を講師に招き講演が行
われました。
講演の中で森元氏は、「自分の子どものことをどれだけ

親が知っているのかということを再考してほしい。」と訴
え、最近の薬物乱用による非行や犯罪の実態や町内で発
生した不審者による声かけなどの状況を説明。啓発ビデ
オが上映されたあと、「不審者から子どもたちを守るため
には地域住民の方々からの情報の提供が極めて重要。特
に下校時間に集中して発生しており、日頃から周囲に気
をつけ、不審者と思われたら人や車両の特徴を警察署や
交番に連絡してほしい。」と呼びかけられていました。

万一の災害時に備え、地域婦人の救護活動に必要な知識と技能を養う
ことを目的に、１月18日、せきれい館で防災セミナーが開催されました。
あさぎり町地域婦人会連絡協議会（坂本洽会長）主催で行われたもの

で、日頃から地域の連携を図る機会とするため、町青年団にも呼びかけ
99名が参加されました。
セミナーでは、日赤救急法指導員の指導により、三角巾の使い方や、

のどに物が詰まった時の対処法、災害時の非常時持ち出し品として備え
ておきたいものなど非常時への心構えについて説明を受けられました。
参加者は、積極的に何度も繰り返し実技を行い、「非常時にとっさに

適切な行動をするためには、確かな知識や技術の取得が必要なことを強
く感じました。今日学んだことを家庭や地域に広めたい。有意義なセミ
ナーとなりました。」と話されていました。

１月26日の「文化財防火デー」にちなみ、１月29

日町指定重要文化財である「秋時観音堂」において

防火訓練が行われました。

この訓練は毎年町内の文化施設などで行われてい

るもので、地元消防団が中心となり、山火事も想定

しての訓練となりました。また、上球磨消防署から

講師を招き、地区住民の方々が火事の通報の仕方、

消火器を使った初期消火訓練などを実践されました。

免田婦人会（尾曲恵子会長）の主催による「語りましょう『社会
の宝』として子どもを育てるために」と題しての子育てに関する意
見交換会が１月27日夜、あさぎり町商工コミュニティーセンターポ
ッポー館で開催されました。
意見交換会では、多良木警察署生活安全課より最近多発している

不審者による子どもへの声かけの事例や薬物乱用の実態などの子ど
もを取り巻く状況についての講話があり、続いての意見交換では婦
人会員や保護者から「自分の子どもが悪いことをしていたら注意し
てほしいし、自分にも教えてほしい。」、「よその子に注意したら自
分の子がいじめられはしないかという思いからなかなか注意できな
い。」、「家庭だけでなく、地域の団体などとのつながりの中で育て
ていくことも大切では。」など様々な意見が出されていました。



安
全
・
安
心
な
食
べ
物
に
対
す
る
消
費

者
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
生
産
者
と
消

費
者
が
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
地
産
地
消

の
取
り
組
み
を
行
い
な
が
ら
「
食
」
に
関

す
る
意
識
を
高
め
て
い
こ
う
と
、
あ
さ
ぎ

り
町
関
係
機
関
と
深
田
校
区
の
関
係
団
体

で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
主
催
の
「
第
４

回
食
と
農
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
２
月
２
日

せ
き
れ
い
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
回

目
を
迎
え
る
今
年
は
、
内
外
か
ら
３
０
０

名
を
超
え
る
参
加
者
で
会
場
は
超
満
員
と

な
り
ま
し
た
。

活
動
報
告
で
は
、
深
田
小
学
校
５
年
生

か
ら
「
学
校
農
園
で
の
大
豆
作
り
を
通
じ

て
」、
深
田
中
学
校
３
年
生
か
ら
は
「
中
学

校
に
お
け
る
食
と
農
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
生
活
の
中
で
の
農
業

や
料
理
体
験
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
深

田
小
・
中
学
校
で
は
、
給
食
材
料
と
し
て

野
菜
の
ほ
と
ん
ど
を
地
元
で
調
達
し
て
お

り
、
文
部
科
学
省
の
食
育
推
進
事
業
と
し

て
の
指
定
を
受
け
て
い
る
両
校
の
発
表
に

参
加
者
は
大
き
な
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た
よ

う
で
す
。

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
土
田
深
田
中
学
校
長
を
司

会
に
学
校
、
生
産
者
、
栄
養
士
、
消
費
者

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
代
表
者
が

意
見
を
述
べ
ら
れ
、
お
楽
し
み
の
試
食
会

で
は
、
ふ
れ
あ
い
会
、
食
生
活
改
善
推
進

員
、
い
き
い
き
農
業
女
性
の
会
、
保
育
園

保
護
者
会
、
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
地
元

で
採
れ
た
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
の

料
理
の
試
食
会
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
か
ら

料
理
の
紹
介
が
あ
っ
た
後
、
テ
ー
ブ
ル
い

っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
た
、
お
か
ら
コ
ロ
ッ

ケ
、
巻
き
寿
司
、
牛
乳
ゼ
リ
ー
、
和
え
物
、

し
し
汁
な
ど
が
来
場
者
に
振
る
舞
わ
れ
、

賑
や
か
な
試
食
会

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
生
産
者
提
供

に
よ
る
農
産
物
の

抽
選
会
が
行
わ

れ
、
「
聞
い
て
、

食
べ
て
、
も
ら
っ

て
」
参
加
者
大
満

足
の
時
間
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

郡内の各種団体による実行委員会の主催により、

童話劇「天狗の火あぶり」の熊本公演が１月２７日、

須恵文化ホールでも上演され、会場に訪れた須恵小

学校（全校児童）、保育園児をはじめ多くの大人から

躍動感あふれる演技に大きな拍手が送られました。

この公演は、自らの戦争体験をもとに多くの詩や

物語を書き残された磯永秀雄氏の作品のひとつで、

心優しい天狗と悪事をはたらく庄屋とのやりとりの

中で、村人達が恐ろしい見かけとは裏腹に、天狗の

本当の優しさに気づく物語です。

参加された方々も、笑いあり、感動ありの演技に

魅了された様子でした。

１月21日、須恵文化ホールでムジカ・デル・マンドリーノ
（Ｍusica  del  mandolino）と人吉高校ギターマンドリンクラブの
第７回合同演奏会が開催されました。
ムジカ・デル・マンドリーノは、九州在住の様々な大学・高
校のマンドリンクラブのＯＢにより1997年の結成以来、団員も
30名程に増え、各地の演奏会などで活躍している楽団です。
一方、人吉高校ギターマンドリンクラブは、小学校教諭の兼
田圭一郎（あさぎり町）さんの指導のもと、今年の全国高等学
校総合文化祭に県代表として出場が決まっており、当日はその
お披露目を兼ねての演奏会となりました。
静まりかえった会場に美しい音色が響き渡る３部構成の演奏
会のフィナーレは、「旅愁」を来場者で合唱し大きな拍手が送
られていました。



申
請
　
介
護
が
必
要
に
な
る
と
、
役
場
に
要
介
護
認
定
の
申
請
を
す
る 

認
定
訪
問
調
査
　
役
場
が
本
人
・
家
族
に
訪
問
調
査
（
全
国
共
通
の
調
査
票
を
使
用
） 

主
治
医
の
意
見
書
（
診
察
）
　
　
　
一
次
判
定
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
判
定
） 

介
護
認
定
審
査
会
に
て
二
次
判
定
　
（
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
専
門
家
に
て
） 

審
査
結
果
の
通
知
　
役
場
よ
り
左
記
の
介
護
度
を
報
告 

〈
こ
ん
な
し
く
み
に
な
り
ま
す
。
〉 

非該当 

 

要支援 

要介護度1 

要介護度2 

要介護度3 

要介護度4 

要介護度5

今まで 

6段階の 
介護度 
だった 

虚弱な高齢者 

非該当 

要支援１ 

要支援２ 

要介護度1 

要介護度2 

要介護度3 

要介護度4 

要介護度5

平成18年 
4月から 

7段階の 
介護度に 
なる 

（特定高齢者） 

健康のページ 健康のページ 健康のページ 

平
成
17
年
度
の
健
診
の
結
果
と

18
年
度
の
健
診
に
つ
い
て

今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
４
月
か
ら
18
年
度
の
各
種
健
診

が
始
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
紹
介
状
が
出
た
方
は
病
院
受
診

は
お
す
み
で
し
ょ
う
か
。
町
で
は
町
民
の

健
康
維
持
の
た
め
に
多
額
の
予
算
を
使
っ

て
健
診
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
健

診
事
業
を
実
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
①
紹
介
状
が
出
た
方
は
、
必
ず
精
密

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
②
特
に
異
常
が

な
か
っ
た
方
も
、
過
去
の
健
診
結
果
と
見

比
べ
て
今
後
の
日
常
生
活
に
改
善
す
べ
き

と
こ
ろ
が
な
い
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
③

健
診
結
果
は
す
み
や
か
に
受
け
取
り
、
結

果
つ
づ
り
に
つ
づ
り
ま
し
ょ
う
。（
最
小
限

必
要
な
こ
と
で
す
。）

健
診
を
受
け
て
も
、
結
果
票
を
受
け
取

り
に
来
な
い
方
、
紹
介
状
が
出
て
い
る
の

に
精
密
検
査
を
受
け
な
い
方
は
、
18
年
度

の
健
診
を
申
し
込
ん
で
お
ら
れ
て
い
て
も

受
診
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
下
さ
い
。
忘
れ
て
い
た
と
い

う
方
は
、
ぜ
ひ
行
動
を
起
こ
し
て
く
だ
さ

い
。
誰
の
た
め
で
も
な
く
、
自
分
と
自
分

の
家
族
の
た
め
に
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い

て
く
だ
さ
い
。

あ
さ
ぎ
り
町
健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
係

蕁
４
５
―
７
２
１
６

今
回
の
見
直
し
で
は
、「
介
護
予
防
」「
自

立
支
援
」
を
す
す
め
て
、
元
気
な
高
齢
者
を

増
や
し
て
、「
で
き
る
限
り
、
で
き
る
こ
と
を

本
人
が
で
き
る
よ
う
、
自
立
し
た
生
活
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

〈
国
の
制
度
が
改
正
に
な
っ
た
理
由
〉

１．

全
国
で
は
、
軽
度
の
要
介
護
者
が
増
加

し
、
そ
の
人
達
へ
の
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
必
要
性
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

２．

軽
度
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
約

55
％
は
、
主
に
生
活
不
活
発
病
が
占
め
ま

す
。
身
体
の
動
き
が
少
な
く
な
り
筋
力
低

下
な
ど
が
原
因
と
し
て
お
こ
る
、
骨
折
・

転
倒
・
関
節
の
病
気
・
高
齢
に
よ
る
衰
弱

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
予
防
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３．

今
ま
で
は
、
軽
度
の
介
護
を
必
要
と
す

る
人
に
も
、「
本
人
が
で
き
な
い
こ
と
を

補
う
サ
ー
ビ
ス
」
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
「
本
人
が
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
で
き
る
よ
う

に
支
援
を
し
て
い
く
サ
ー
ビ
ス
」
に
変
わ

り
ま
す
。

４．

制
度
改
正
に
よ
っ
て
、
介
護
保
険
料
の

増
加
を
抑
え
、
こ
の
介
護
保
険
制
度
が
安

定
的
に
存
続
し
運
営
で
き
る
よ
う
に
検
討

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
４
月
よ
り
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す
！



あ
さ
ぎ
り
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
て
介
護
予

防
プ
ラ
ン
と
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
計
画
を
作
成 

あきらめていませんか？ 

またできるようになりた

い！その思いを大切に！ 

施設では、昨年10

月より自己負担の見

直しがありました。 

あさぎり町での、介護認

定となった原因は、脳卒

中35％、認知症14％、

生活不活発病39％でした

＜町が行う介護予防 

サービス：地域支援事業とい

います＞ 
転倒予防教室･健康あさぎり
塾・特定高齢者の教室・デイ
サービス等・料理教室等 

＜介護保険の新予防給付の介

護予防＞ 

介護予防通所サービス等を利
用し、「運動機能向上」等や
介護予防訪問介護等を利用 

＜介護保険の介護サービス＞ 

従来通りの在宅での介護サー
ビスと施設に入所しての介護
サービス等を利用 

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
一
部
委
託
を
居
宅

支
援
事
業
所
に 

担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
や
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
を
決
め
る 

担
当
の
介
護
支
援
専
門
員

が
介
護
保
険
の
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
つ
く
る 

＜介護保険制度についてのお問い合わせ先＞ 

　　あさぎり町　高齢総合課　　蕁４５－７２３１又は 
　　　　　　　　　　　　　　　　４５－７２１５ 

介護保険制度改革についての講演会を開催します。 

ぜひ、ご参加ください。 

　日時：平成18年３月29日（水） 

　　　　午後１時30分　開始 

　講師：緒方俊一郎先生 

　場所：ポッポー館２階　　　 

新予防給付の 
介護予防サービスを利用 

地域支援事業の 
介護予防サービスを利用 

介護サービスを利用 

健康のページ 健康のページ 健康のページ 

「
物
忘
れ
」
と
「
認
知
症
」
の
違

い
は
？

認
知
症
に
や
さ
し
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
講
演
会

１
月
30
日
、
午
後
１
時
30
分
よ
り
吉
田

病
院
の
中
村
博
喜
先
生
を
講
師
に
「
認
知

症
に
や
さ
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
講

演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
０
０
名
以
上
の
出
席
者
で
会
場
の
ポ

ッ
ポ
ー
館
は
満
席
状
態
。
中
村
先
生
は
、

「
夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を
思
い
出
せ
な
い
の
は

『
物
忘
れ
』、
夕
食
を
食
べ
た
事
を
忘
れ
て

し
ま
う
の
が
『
認
知
症
』」
な
ど
と
物
忘
れ

と
認
知
症
の
違
い
を
説
明
。
認
知
症
の
進

行
状
況
や
、
認
知
症
と
似
た
症
状
が
現
れ

る
「
う
つ
」
や
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
」
な

ど
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
、
薬
物
治
療
に

つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
詳
し

く
説
明
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

ご相談は　あさぎり町高齢総合課

蕁４５―７２３１



あさぎり町の美しい自然を守りましょう!!あさぎり町の美しい自然を守りましょう!!あさぎり町の美しい自然を守りましょう!!

ごみの焼却はやめましょう！！

ごみの焼却（処理

基準に従って行われ

ない廃棄物の焼却）

は、法律（廃棄物の

処理及び清掃に関す

る法律）で禁止され

ています。違反する

と懲役５年以下又は

1,000万円以下の罰金又はその併科に処せられ

ます。

ごみの焼却（ドラム缶焼却・ブロック積み焼

却・穴を掘っての焼却等）は、ダイオキシンの排

出や大気汚染あるいは周辺住民への迷惑にもなり

ます。

「気分が悪くなる」「洗濯物を外に干せない」

などの苦情が役場に多く寄せられています。

特にビニールやプラスチックなどは絶対に燃や

さないようにし、きちんと分別してごみとして、

ごみ収集に出すようにしましょう。

地域の環境を守り、地域の皆様が住みよい環境

を作っていきましょう。

次に掲げる場合を除き、廃棄物を焼却すること

は、禁止されています。

焼却禁止の例外は以下のとおりですが、自然に

返る物は返すようにし、できるだけ焼却しないよ

うご協力をお願いします。

★農業・林業を営むためにやむを得ない焼却。

（例：焼畑・畦草や下枝の焼却等）

★たき火その他日常生活を営むためにやむを得な

いものとして行われる焼却。

（例：落ち葉焚き・キャンプファイヤー等）

＊ごみの焼却を発見したら、すぐに役場環境保全

課または多良木警察署までお知らせ下さい。

あさぎり町環境保全課

蕁45－7217（直通）

資源ごみの分別が悪くなっているようです！

資源ごみは、各行政区の決められた日時・ルー

ルに従い、きちんと分別して出しましょう！

［リサイクルの現状］

・各行政区においてリサイクルの日の前日、終了

後の持ち込みが多いようです。

・きちんと分別がされていない事が多々見受けら

れます。

＊リサイクルの日に出せない場合は、免田リサイ

クルステーションへ直接持ち込んでください。

（無料）

免田リサイクルステーション（蕁45－0464）

搬入できる日 月曜日から金曜日　

（祝日を除く）及び日曜日

受付時間

（平　日）午前８時半から

午後４時半まで

（日曜日）午前８時半から

正午まで

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
っ
て
、

「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
っ
た
内
容
の
偽

物
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
携
帯
メ
ー
ル
等
を

送
り
つ
け
て
、
保
証
金
や
保
険
金
名
目
で
お

金
を
騙
し
取
る
新
手
の
手
口
が
急
増
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を
「
貸
し
ま
す
詐

欺
」
と
い
い
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

「
騙
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え
三
か
条
」

①
取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
然
送
ら

れ
て
く
る
、「
お
金
貸
し
ま
す
」
の
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
（
Ｄ
Ｍ
）
・
携
帯
メ
ー
ル

等
に
注
意
す
る
こ
と
。

（
低
金
利
で
、
し
か
も
高
額
を
貸
し
付
け

る
か
の
よ
う
な
広
告
に
注
意
）

②
融
資
を
す
る
前
に
、
様
々
な
口
実
で
お
金

を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
手
口
に
注
意
。

（
保
証
料
、
保
険
料
な
ど
の
名
目
で
必
ず
お

金
を
要
求
し
て
き
ま
す
）

③
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ
な
い
と
感

じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
次
の
番
号
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

騙
さ
れ
な
い
た
め
に
！ 



「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

蕁
０
３
―
５
３
２
０
―
４
７
７
５
（
東
京
都

貸
金
業
対
策
課
）

平
日：

午
前
９
時
〜
12
時
、

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

※
夜
間
・
休
日
は
、
留
守
番
電
話
の
「
受
付

ダ
イ
ヤ
ル
」
に
な
り
ま
す
。

被害事例１
Aさんは自宅に送られてきたダイレクトメー

ルを見て50万円の融資を申し込んだところ、
担当者から翌日電話があり、「本審査が通りま
した。登録料５万５千円が必要です。そのお
金は融資の時に返還します。」と言われ振り込
んでしまった。その後、「登録のエラーが出た
のでもう一度振り込んでください。」「保証人
は要りませんが一時保険金が必要です。」など
と言われ、総額約22万を振り込んだが、その
後の融資が行われなかった。
ダイレクトメールでは大手金融機関のグル

ープ会社を装っていたが、そのような業者は
いなかった。

被害事例２
Bさんは、携帯サイトで知った業者に、

180万円（年利0.9％）の融資申込みをした
ところ、「信用を確認するため、当社と取
引している金融業者から融資を受け、その
お金を郵便小包で送ってください。そのお
金は消費者金融解約センターを通じてこち
らから返金します。」と言われ、大手金融
業者の２社から総額90万の融資を受け、指
示通り全額を送金してしまった。
東京都の調査では、その業者は都知事登

録業者を名乗っていたが、架空の業者であ
り、既に電話も通じない状態にあった。

熊本県警では、耳や言葉の不自由な方々のために「ファックス１１０番（３８２－２１１０）を運用
してきましたが、平成14年９月１日からインターネットを利用した「メール１１０番」を開設しました。
この「メール１１０番」は、Eメール通信可能な携帯電話を持った障害者の方が、外出先で事件・事故

に遭われ、又は目撃された場合等に警察に通報する緊急通報システムです。

１　メール１１０番のかけ方

（１）メールアドレス
kumamoto-police110@deluxe.ocn.ne.jp

（２）メール１１０番のかけ方
○携帯電話で通報メールを作成し、上記メールアドレスに送信します。
○メールが熊本県警察本部通信指令室に着信し、１１０番受理を行います。
○１１０番を受理すると、警察官が受理した旨の受信メールを送信します。
○通報により、現場にパトカー等を向かわせ警察措置を行います。

２　通報要領

メールには、次のことを入力し送信してください。

３　注意事項

☆ご使用の電話代は、有料となります。
☆パソコン・Lモード電話機からの通報・添付文書・画像等は受付できません。
☆メールは、必ず受信できるとは限りません。受理できたら必ず返信をしますので、
自分のメールが届いたかを確認してください。

☆事前にご自分の携帯電話に「メール１１０番」のメールアドレスを登録しておくと便利です。
☆ファックス１１０番「０９６－３８２－２１１０」も従来通り利用できます。

「メール１１０番」に関するお問い合わせ先

熊本県警本部通信指令室（蕁０９６－３８３－２８１３）

蜻蜻耳や言葉の不自由な方のための「メール１１０番」蜷蜷

①事案名（交通事故、盗難など）
②場所（現在いる場所の詳細、目標となる施設、建物、バス停など）
③発生時期（たった今、５分くらい前など）
④犯人の人数、服装、逃走方向、車のナンバーなど
⑤あなたの氏名、住所、ケガの有無など



行革通信  行革通信  
「夢ふくらむまち」に向けた新たな取り組み 

蕁



月日の経つのは早いもので、あさぎり町助役を拝

命して早２年と数ヶ月が過ぎようとしています。

あさぎり町助役へ！この話を聞いた時、驚きと共

に平成の大合併の先陣を切られた町ということでか

なりの緊張を覚えたことを思い浮かべています。就

任後は町民の皆様、犬童町長はじめ町議会議員、職

員の暖かいご支援をいただき、今日までなんとかそ

の任を務めさせていただいているという思いです。

職責に如何ほどお応えすることができているのか、

いささか心もとありませんが、私自身は、大変貴重

な経験をさせていただいていると思っております。

「新しいまちづくり」へ取り組まれる町民の息吹

が感じられる一方で、町行政を運営していくことの

難しさも学ばせていただきました。三位一体の改革

が声高に叫ばれ、町の行財政改革も待ったなしの状

況ではありますが、

あさぎり町は幸いに

して球磨地方を代表

する農業地域であ

り、自然環境にも大

変恵まれています。

あさぎり町は、少子

高齢化の時代にあっても、知恵と工夫で輝きを放つ

ことができる地域だと思います。時代の趨
すう

勢をつか

み、あさぎり町ならではの施策展開により全国ブラ

ンドになることも夢ではありません。

今後も、あさぎり町が、犬童町長舵取りの下、町

民が合併に託された夢を実現するため、順風満帆の

航海を続けられることを望んでいます。

所　感
あさぎり町助役　竹　下　喜　造

国民年金は『口座振替』で前納するとお得です！

国民年金保険料を前納すると割引があります。

○18年度分の保険料を一括して前納すると、

現金払いでは、 ２，９５０円 の割引、

口座振替では、 ３，４９０円　（５４０円増） の割引となります。

○18年度分の保険料を半年前納（４月～９月分、10月～３月分）すると

現金払いでは、 ６８０円 の割引、

口座振替では、 ９４０円　（２６０円増） の割引となります。

口座振替での前納のお申し込みは、預貯金口座をお持ちの金融機関（郵便局を含む）の窓口、社

会保険事務所で受け付けています。但し、３月中に社会保険事務所での登録が完了している必要が

ありますので、ご希望の方はお早めにお申し込みください。（３月末日近くのお申し込みは、登録

が間に合わない場合があります。特に金融機関を経由してお申し込みになる場合は、お早めにお申

し込みください。）

前納の口座振替日は、４月30日（今年は日曜日にあたる為５月１日）です。

なお、既に口座振替で前納されている方は、再度のお申し込みの必要はありません。

※ 納付書で前納を希望される方は、毎年４月上旬に送付される国民年金保険料納付案内書に綴ら

れている前納用納付書により納付期限までに納付していただくようお願いします。

お問い合わせ先　あさぎり町　町民課　蕁４５－７２１３



う
そ  

と  

ど
ろ
ぼ
う 

「
ず
る
い
と
言
わ
れ
て
も
合
法
な
ら
許
さ

れ
る
」
と
受
け
流
し
「
人
の
心
も
金
で
買
え

る
」
と
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
に
走
る
Ｉ
Ｔ
寵
児
。

「
広
く
造
っ
て
安
く
売
る
」
た
め
に
耐
震

強
度
を
偽
装
し
、
安
心
安
全
よ
り
も
儲
け
を

優
先
す
る
建
設
業
界
の
人
達
。

証
人
喚
問
で
「
記
憶
が
定
か
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
」
と
逃
げ
ま
く
る
社
長
さ
ん
。

昨
今
の
大
人
社
会
で
は
『
う
そ
』
が
横
行

し
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
す
る
彼
ら

の
倫
理
観
は
ど
こ
へ
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

『
う
そ
は
泥
棒
の
は
じ
ま
り
』

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
三
、
四
歳
で
こ
れ
ほ
ど

単
純
明
快
な
人
間
社
会
の
約
束
ご
と
の
大
切

さ
を
理
解
し
て
い
ま
す
。

み
い
ち
ゃ
ん
は
、
人
を
悲
し
ま
せ
る
よ
う

な
う
そ
は
絶
対
に
つ
き
ま
せ
ん
し
、
か
ず
え

ち
ゃ
ん
の
う
そ
は
「
人
を
喜
ば
せ
る
、
か
わ

い
ら
し
い
う
そ
」
だ
っ
た
か
ら
舌
を
と
れ
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
正
直
な

告
白
に
接
す
る
と
心
が
洗
わ
れ
ま
す
。

「
じ
ん
け
ん
の
詩
」
の
編
者
・
今
野
敏
彦
さ
ん

は
こ
ん
な
告
白
を
し
て
い
ま
す
。

「
昭
和
二
十
七
年
、
私
が
高
校
二
年
生
の
時
、

母
の
留
守
を
い
い
こ
と
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
で

金
庫
破
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の

ビ
ス
を
は
ず
す
と
、
金
庫
は
も
ろ
く
も
開
き

ま
し
た
。
私
は
、
三
〇
〇
円
を
か
す
め
と
り
、

金
庫
を
復
元
し
、
二
冊
の
絵
画
集
を
買
い
一

人
悦
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
週

間
経
っ
て
も
半
月
経
っ
て
も
母
か
ら
の
と
が

め
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
母
は
金
銭
感
覚
に
う
と

い
の
だ
。」
と
勝
手
に
思
い
込
み
、
再
度
、
金

庫
破
り
を
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
お
札
の

上
に
母
の
筆
跡
で
「
だ
ま
っ
て
と
る
な
」
と

書
い
た
小
さ
な
紙
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
仰
天
し
、
震
え
な
が
ら
金
庫
を
復
元
し

ま
し
た
。
母
は
、
八
十
九
歳
で
人
生
を
終
え

ま
し
た
が
、
私
は
今
で
も

『
母
者
人
（
は
は
じ
ゃ
び
と
）』
と
称
し
て
尊

敬
し
て
い
ま
す
。
私
の
人
権
感
覚
は
「
金
庫

破
り
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
遠
い
昔
の
思
い
出
で
す
。
・
・
・
」

明
治
時
代
初
期
、
友
人
に
借
金
し
た
人
が
、

そ
の
証
文
に
「
期
限
ま
で
に
返
済
な
き
時
は

お
笑
い
く
だ
さ
れ
」
と
記
し
た
そ
う
で
す
。

昔
は
、
約
束
を
破
る
こ
と
は
耐
え
が
た
い
恥

辱
で
あ
る
と
い
う
、
『
恥
の
文
化
』
が
あ
り
ま

た
。
今
は
、「
弱
肉
強
食
」
の
社
会
だ
か
ら
、

自
尊
心
や
正
義
感
が
欠
如
し
た
大
人
が
増
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

「
橋
の
な
い
川
」
の
作
者
・
住
井
す
え
さ

ん
は
、
『
差
別
は
う
そ
を
つ
く
こ
と
か
ら
は
じ

ま
る
』
と
断
言
し
て
い
ま
す
。

（
文
責
　
生
涯
学
習
課
　
丸
目
敏
輝
）

参
考
資
料
＝
今
野
敏
彦
編
著
「
じ
ん
け
ん
の
詩
Ⅰ
〜
Ⅲ
」

あさぎり町教育委員会人権だより No.19

う
そ
つ
き

み
い
　
（
三
歳
）

あ
の
さ
、
人
を
喜
ば
せ
る
た
め
に

つ
く
　
う
そ
は

い
い
ん
だ
け
ど
さ
、

人
を
悲
し
ま
せ
る
よ
う
な

う
そ
は
さ
、

ど
ろ
ぼ
う
さ
ん
に
な
る
ん
だ
よ
ね
。

み
い
ち
ゃ
ん
は
、

人
を
喜
ば
せ
る
た
め
に

か
わ
い
ら
し
い
う
そ
を

い
っ
た
り
し
て
る
ん
だ
よ
。

う
そ
つ
き

か
ず
え
（
四
歳
）

う
そ
つ
く
と
、
エ
ン
マ
さ
ま
に

し
た
　
と
ら
れ
る
よ
。

か
ず
え
、
な
ん
か
い
も

う
そ
つ
い
た
の
に

ど
う
し
て
　
と
ら
れ
な
い
ん
だ
ろ
う
。



そ の 頃 僕 は
「中学卒業後は、
絶対普通高校に
行く」という事
を自分の中でど

こか決めつけていた部分があり、両親にも学校にも普通高校
進学をずっと強く訴えていました。しかし家族は「今まで以
上に、移動の時など大変になる。」「転倒やケガをすることも
多くなる。」などと心配していました。
僕は、自分なりに考え、中学の担任の先生にも何度か相談

しましたが、なかなか決める事が出来ずにいました。周りを
見れば進学する高校が決まり、受験の準備をしている同級生
が既に何人かいました。僕は、それを見て正直焦りました。
しかしそんな時、担任の先生が僕を救ってくれました。
それからしばらくして、再び相談に行った時「今夜、学校

で先生と一緒に話し合おう。」と言ってくださったのです。そ
の夜、僕は不安な気持ちのまま両親と学校に向かいました。
話し合いは２～３時間続きました。その中で、先生はまず、
『自立』という事をおっしゃいました。そして更に「普通高校
に行きたいという気持ちもわかるけど、ここで思い切って親
元を離れてみるという事も選択肢の一つとして考えてみても
いいんじゃないか。」と言ってくださり、話し合いの前に一緒
に見学に行った「松橋養護学校」をすすめてくださいました。
前号で最後に述べた「一つの選択」とは、進学先を「普通

高校」にするか「養護学校」にするかの選択だったのです。
しかし当時、自分の中にそんな考えなど全くと言っていいほ
ど持っていなかった僕にとって、先生から最初にそう言われ
た時の正直な気持ちは、驚き以外の何物でもありませんでし
た。でも、先生は話を進めていく中で、「ここでは見つけられ
なかった何かが見つかるかもしれないし、向こうでしかでき
ない経験もあるかもしれない。」と言ってくださいました。そ
の言葉を聞いて、それまで思い悩んでいた気持ちを吹っ切る
ことができた僕は「松橋養護学校高等部」進学を決めました。
翌日、僕がお礼を言いに言った時、先生が「向こうに行っ

たらまず、何でも相談できる人を見つけなさい。そして、３

年間の学校生活を悔いの
無いものにして、困った
ことがあったらいつでも
相談に来なさい。」と言
葉を掛けてもらい、とて
もうれしかったことを今
でもはっきりと覚えてい
ます。
入学したばかりの頃、

僕は慣れない寄宿舎生活に戸惑いました。初めて家族と離れ、
それまで当たり前のようにやってもらっていた掃除・洗濯・
布団敷き等を全部一人でやる。
笑われるかもしれませんが、これは僕にとって大変な事でし
た。でも、養護学校に入って大きく変わった事が一つありま
した。
それは、今まで「手助けをしてもらう側」だった僕が「手

助けをしてあげる側」になったという事です。トイレ介助・
食事介助・衣服の着脱時の手助け等、最初は大変だったけど、
時間が経つにつれてだんだん解ってきて言葉を発する事が不
自由な友達も、サインを出して教えてくれるようになりまし
た。それを見て「僕の事を信頼してくれているんだなぁと思
ったし、お母さん達から「いつもありがとう。」と言ってもら
った時は、とても嬉しかったです。
こうして高校生活を送ってきた中で、僕が一番思い出に残

っているのは、高等部生徒会長というとても貴重で、良い経
験をできたことです。この間、他校との交流・生徒会が中心
となって行った募金活動（平成７年　阪神淡路大震災時）等、
今まで想像もつかなかった活動ができた時は僕にとってとて
も新鮮でした。
卒業後僕は、熊本市の職業能力開発センター（１年）、鹿児

島障害者職業能力開発校（１年）に行きました。ここでもい
ろいろな経験、そして良い友人に出会うことができました。
僕は、これから先も人との出会いそして繋がりを大切にし

ながら、頑張っていきたいと思います。

僕の事③

★小口さんは小児マヒで両足に障害があり、生活の中で車椅子が欠かせません。
このコーナーでは小口さんの視点から日頃感じられることなどをコラムで紹介いたします。

坂
本
さ
ん
に
法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
贈
呈

平
成
12
年
か
ら
約
６
年
の
永
き

に
渡
り
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
坂
本
哲

郎
さ
ん
（
深
田
）
が
12
月
31
日
を

も
っ
て
退
任
さ
れ
、
法
務
大
臣
よ

り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
の
地
域
の
人
権
擁
護
委
員

こ
の
た
び
、
深
田
地
区
の
山
本

佶
さ
ん
が
、
坂
本
哲
郎
さ
ん
の
後

任
と
し
て
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な
た

の
相
談
相
手
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

あ
さ
ぎ
り
町
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
６
名
の
人

権
擁
護
委
員
が
お
ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
上
】

松
本
　
芳
子
　
蕁
４
５
―
０
０
０
１

【
須
恵
】

岩
闢

熊
六
　
蕁
４
５
―
５
２
１
４

【
岡
原
】

上
田
　
昭
子
　
蕁
４
５
―
３
０
２
２

【
免
田
】

野
口
　
辰
紘
　
蕁
４
５
―
０
７
８
４

【
免
田
】

永
村
　
和
子
　
蕁
４
５
―
１
１
６
７

【
深
田
】

山
本
　
　
佶
　
蕁
４
５
―
０
７
８
０

法
務
局
人
吉
支
局
蕁
（
２
２
―
３
３
９
３
）
と
人
権
擁
護

委
員
の
自
宅
で
は
毎
日
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

あ
さ
ぎ
り
町
　
町
民
課
蕁
４
５
―
７
２
１
３
（
直
通
）



Hello,everyone!!
Ugly Jamaica

Usually, when persons ask about Jamaica, they want to hear about the
beaches, the music and dances. Jamaican dances, reggae and the
various tourist attractions are the pretty sides of Jamaica.  However,
Jamaica can also be very ugly.  This ugliness is due to crime, illiteracy
and poverty. 
Jamaica has one of the highest crime rates in the world.  Crime in
Jamaica is senseless.  In Jamaica, persons can be killed because they
belong to a particular political party, report crime to the police, or live in a
specific community.  Jamaican policemen usually shoot first and ask
questions later as they are afraid that they are going to be killed by the
high tech guns smuggled into the country and given to the gun men.
Children who live in crime ridden communities are also afraid.  Sometimes,
they are afraid to go to school because gun shots are being fired
outside their homes.  Teachers are afraid to enter these communities
resulting in children leaving elementary school without learning how to
read or write.  The learning process in these communities is a very
difficult task as many children go to school without breakfast or lunch.    
Jamaicans lack many of the basic amenities needed to make them
comfortable such as food, water, shelter and a united government.
Unemployment is very high and the cost of the living is increasing.  The
Jamaican government is yet to unite to correct the many ills that face
Jamaica as a society.  
I encourage you that the next time you hear reggae music, see a
Jamaican dance or the colors of the flag-green, black and gold-that you
not only think sunshine, beaches and sand but also consider some of
the problems that face developing countries in the 21st century and
give thanks that Asagiri, Japan is the peaceful place that you all love. 

もう一つのジャマイカ
ジャマイカと聞けば誰でも海岸や音楽やダンスについて知

りたいと思うでしょう。確かにジャマイカのダンスやレゲエ

は観光客にとって魅力的です。しかし、犯罪による無教育や

貧困など醜い面もあります。

実際にジャマイカは世界の中でも犯罪率の高い国の一つで

す。ジャマイカでの犯罪は、特定の政党に所属しているとか

警察に犯罪を通報したとか、一定の地域に住んでいるからと

いう理由だけで殺される無分別な犯罪が大半です。普通ジャ

マイカの警察官は最初に銃を撃ち犯人への質疑は後にしま

す。密輸入されギャングに与えられるハイテク銃に殺される

のを恐れているからです。

犯罪の多い地域に住む子供たちも戸外で銃声が飛び交うた

め、学校に行くのが怖いのです。教師たちもそこに行くのを

恐れるため、小学生の子供たちは読み書きができない状態で

す。この地域では多くの子供たちが貧しく食事がとれないた

め、学校に行かせ学ばせること自体がとても困難なのです。

ジャマイカは食べ物や水、避難所や統一国家など私たちの

生活に必要な物が整っていません。失業率はとても高く、生

活費は増加しています。政府はいまだに社会として直面する

多くの課題を解決するため、調整を進めています。

今度あなたがたがレゲエ音楽を聴いたり、ジャマイカのダ

ンスや緑や黒や金色のジャマイカの国旗を見たら、日ざしや

砂浜だけでなく、21世紀に発展途上国が直面するいくつか

の問題点のことをぜひ考えてみてください。そして皆さんが

愛する日本のあさぎり町が平和であるということに感謝して

くださいね。

ヤスミン・レインフォード（訳：松尾　眞子）

＜今月の英語＞
not only A, but also B「AだけでなくBも」
例文）He can speak not only English but also French.「彼は英語だけでなくフランス語も話せる。」

ヤスミン

熊
本
県
の
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
分
類
さ
れ
、
球

磨
川
や
免
田
川
な
ど
の
河
川
敷
に
自
生
し
て
い

る
バ
ラ
の
野
生
種
「
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
」
を
ご
存

じ
で
す
か
？

こ
の
花
は
、
南
九
州
の
み
に
分
布
し
て
お
り
、

中
で
も
あ
さ
ぎ
り
町
と
錦
町
一
帯
が
最
大
級
の

自
生
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
月
21
日
、
22
日
の
両
日
、
こ
の
ツ
ク
シ
イ

バ
ラ
の
保
護
を
考
え
る
研
修
会
が
あ
さ
ぎ
り
町

役
場
と
現
地
で
有
志
者
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

研
修
会
は
、
錦
町
在
住
の
遠
山
令
二
さ
ん
を

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
研
修
会



「ひなま
つり」 

春の味覚
を 

満喫しよ
う 

「ひなま
つり」 

春の味覚
を 

満喫しよ
う 

「ひなま
つり」 

春の味覚
を 

満喫しよ
う 

来る３月19

日午前11時30

分から午後２

時頃までポッポー館２階におい

て、あさぎり町グリーン・ツーリ

ズム研究会が主催する農家レスト

ランを１日限定でオープンさせる

ため、去る１月31日に大分県大山

町にあるオーガニック農園の「木の花ガルテン」を視察しました。こ

こでは、農家の女性による田舎らしい一品料理を大皿に50種類以上盛

ったバイキングが準備されており、平日にもかかわらず150席がうまる

ほどの賑わいでした。今回参加した女性の皆さんもこのレストランを

参考にして、ひなまつりの農家レストランとして美味しい食事を作り

たいと意気込んでおられました。ぜひ、皆様も食べてみませんか。な

お、食事を食べるには前売りチケット（３／18まであさぎり町グリー

ン・ツーリズム研究会事務局で販売）をお買い求めください。

農家レストランオープンに合わせて、あさぎり町内で販売され

ているまんじゅうを一堂に展示し、バラエティ豊富なまんじゅう

の試食会や展示即売会を行います。田舎ならではの「ちゃまん」

文化を知る絶好の機会ですので、ぜひお越しください。

農家レストランオープンに合わせて、あさぎり町

内で生産された食材を使った、見て楽しめる料理コ

ンテストを実施します。このコンテストは、一人前

のメニューとして作り、季節にあった飾り付けをして食べる楽しさと見

る楽しさを味わっていただくコンテストです。

詳しくは　あさぎり町商工観光課　蕁４５－７２２０

農家レストラン
先進地視察研修

まんじゅう大集
合展示即売会

見て楽しむ料理
コンテスト

発
起
人
と
し
、
あ
さ
ぎ
り
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
究
会
（
樅
木
徹
郎
会
長
）
が
開
催
。

21
日
の
研
修
会
は
、
地
域
づ
く
り
団
体
熊
本
県

協
議
会
の
村
田
幸
博
氏
を
招
い
て
講
話
を
聞
き
、

22
日
は
、
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
参
加
者
の
中
か
ら
環
境
の
変

化
な
ど
で
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
を
嘆

く
声
や
流
域
の
関
係
者
が
連
携
し
て
の
保
存
活

動
を
強
く
訴
え
る
声
な
ど
が
相
次
ぎ
、
今
後
の

活
動
と
し
て
１
市
２
町
か
ら
世
話
人
を
選
出
し
、

定
期
的
な
会
議
の
開
催
や
保
存
活
動
の
た
め
の

住
民
主
体
の
組
織
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と

な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。



わたしたち 

ほーび
ゃーです

！

ほーび
ゃーです

！

次
の
方
々
の
ご
遺
族
か
ら
、
あ
さ

ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
多
額
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
芳
志
に

添
う
よ
う
に
慎
重
に
考
慮
し
、
本
町

の
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成

年
１
月
１
日
〜
１
月
末
日

受
付
分
ま
で
）
※
敬
称
略

免
田
　
深
水
チ
ヨ
カ
　
深
水
　
　
悟

深
田
　
川
越
　
八
郎
　
樋
口
　
實
男

免
田

田
　
貴
則

田
　
正
広

須
恵
　
税
木
ゆ
き
え
　
税
木
　
正
美

免
田
　
那
須
ト
シ
子
　
那
須
　
昭
男

岡
原
　
小
川
　
　
弘
　
小
川
ハ
ツ
メ

岡
原
　
古
川
　
岩
子
　
豊
永
キ
ミ
エ

上
　
　
森
元
　
彬
生
　
森
元
ハ
ツ
子

免
田
　
東
　
　
ミ
キ
　
東
　
　
長
敏

上
　
　
尾
方
ツ
ル
子
　
尾
方
　
　
弘

岡
原
　
宮
原
　
幸
治
　
宮
原
セ
イ
子

須
恵
　
田
山
キ
ク
エ
　
田
山
　
恒
文

岡
原
　
窪
田
テ
ル
子
　
窪
田
　
文
雄

上
　
　
山
本
　
富
男
　
溝
口
　
乙
美

須
恵
　
恒
松
　
健
男
　
恒
松
　
伸
安

社
協
へ
の
ご
寄
附

社
協
へ
の
ご
寄
附 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

社
協
へ
の
ご
寄
附 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
読
者
の
方
々
が

日
々
の
活
動
の
な
か
で
制
作
さ
れ
て
い

る
作
品
を
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

書
道
・
俳
句
・
詩
・
絵
画
・
イ
ラ
ス

ト
な
ど
お
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

蕁

文

化

の

森

文

化

の

森

 

文

化

の

森

文

化

の

森

 

文

化

の

森

文

化

の

森

 

文

化

の

森

 

宝
く
じ
助
成
事
業
で
防
犯
灯
を
設
置

こ
の
度
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
町

内
に
45
基
の
防
犯
灯
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
費
を
財
源
と
し

て
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
助
成
決
定
を
行

う
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
夜
間
時
の
事

件
・
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



第３回　あさぎり町ビハ公園 

開催のお知らせ 

さくら祭り 

あさぎり面白ばなし あさぎり面白ばなし あさぎり面白ばなし （七） （七） （七） 荒茂毘沙門堂(仁王門)と毘沙門天立像(その２)

仁
王
門
を
丁
寧
に
観
察
し
ま
す

と
、
建
物
の
両
側
に
仁
王
像
を
安
置

す
る
部
屋
が
残
り
、
仁
王
像
を
安
置

し
て
い
ま
す
。
門
で
あ
っ
た
の
で
、

建
物
の
中
央
は
通
行
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
は
須
弥
壇
が
築
か
れ

壁
板
で
ふ
さ
ぎ
、
金
堂
か
ら
移
し
た

本
尊
毘
沙
門
天
を
含
め
６
体
の
仏
像

を
安
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

部
屋
の
天
井
に
近
い
壁
に
は
、
「
ム

カ
デ
」
を
描
い
た
壁
板
が
４
枚
は
め

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
か
つ
て

通
行
口
の
天
井
画
で
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
ム
カ
デ
の
絵
は
、
本
尊
の
頭
上

の
後
壁
を
よ
く
眼
を
こ
ら
し
て
み
る

と
見
え
ま
す
。
こ
の
ム
カ
デ
は
毘
沙

門
天
と
関
わ
り
が
あ
る
虫
で
「
毘
沙

門
天
の
使
い
」
と
い
い
ま
す
。
仏
像

の
前
面
部
は
床
板
を
張
り
、
参
拝
の

場
と
し
て
改
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
改
造
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

元
の
仁
王
門
に
復
元
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
さ
ら
に
、
柱
の
面
の
形
状

や
各
部
材
の
意
匠
は
、
室
町
時
代
の

建
築
様
式(

禅
宗
様
ま
た
は
唐
様
と
も

い
う)

を
残
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
仁

王
門
が
あ
る
寺
院
は
球
磨
郡
で
は
珍

し
く
、
球
磨
郡
唯
一
の
古
さ
と
歴
史

を
持
ち
、
二
体
の
木
造
仁
王
立
像
は
、

熊
本
県
で
最
も
古
い
仁
王
像
な
の
で

す
。
ち
な
み
に
、
安
置
さ
れ
て
い
る

８
体
の
仏
像
は
、
昭
和
37
年
８
月
に

県
指
定
重
要
文
化
財(

彫
刻)

に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
詳
細
は
、
本

尊
を
含
め
た
木
造
毘
沙
門
天
立
像
３

体
、
名
前
が
わ
か
ら
な
い
四
天
王
像

の
ひ
と
つ
木
造
天
部
形
立
像
１
体
、

菩
薩
の
形
を
も
つ
木
造
菩
薩
形
立
像

１
体
、
木
造
吉
祥
天
立
像
１
体
、
木

造
仁
王
立
像
２
体
の
計
８
体
が
あ
り

ま
す
。
本
尊
の
木
造
毘
沙
門
天
立
像

は
、
高
さ
２
５
０
㎝
を
超
え
る
大
き

な
仏
像
で
県
下
で
も
最
大
級
の
木
造

毘
沙
門
天
で
す
。
こ
の
本
尊
の
ほ
か

２
体
の
仏
像
を
、
平
成
16
年
11
月
、

熊
本
県
立
美
術
館
の
第
24
回
熊
本
の

美
術
展
「
天
部
の
美
ご
利
益
と
護
の

ほ
と
け
た
ち
」
に
出
品
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ま
も
な
く
し
て
、
美
術
館

の
担
当
者
か
ら
勝
福
寺
の
謎
を
追
う

研
究
者
に
と
っ
て
は
世
の
中
が
ひ
っ

く
り
返
る
く
ら
い
の
大
発
見
の
知
ら

せ
が
入
り
ま
し
た
。

つ
づ
く

（
文
責
　
生
涯
学
習
課
　
北
川
賢
次
郎
）

日時：平成１８年３月２６日（日）

午前１０時より

場所：あさぎり町ビハ公園キャンプ場（上西）

今年で、第３回目を迎えるビハ公園さくら祭り。

ビハ公園キャンプ場野外ステージでは、地元団体出演によるステージイベントや、各種ゲーム大会

など楽しい催し物が沢山。

また、当日は、ふれあい物産館等や町内各種団体によるおいしいバ

ザーや特産品の販売、人力車での周遊もできます。

満開の桜の花の下で、のんびり花見をしてみませんか？

お問い合わせ：あさぎり町商工観光課

蕁４５－７２２０



あ
さ
ぎ
り
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講

生
募
集

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
応
用
コ
ー

ス
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
程

平
成
18
年
４
月
、
５
月
、
６

月
の
各
土
曜
日
の
う
ち
10
日
間

■
時
間

9:00
〜
16:00
（
６
日
間
）

9:00
〜
16:30
（
４
日
間
）

■
会
場

人
吉
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

■
内
容

応
用
編

・
ワ
ー
ド
（
ポ
ス
タ
ー
、
宛
名
ラ
ベ
ル

作
成
等
）

・
エ
ク
セ
ル
（
顧
客
管
理
、
売
上
管
理
、

見
積
書
作
成
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
電
子
メ
ー
ル

・
デ
ジ
カ
メ
の
活
用

※
講
師
１
名
、
補
助
講
師
１
名
体
制

で
の
充
実
し
た
講
座
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

■
募
集
人
員

10
名
程
度

■
受
付
開
始

３
月
１
日
（
水
）

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
受
講
料

９，

０
０
０
円
（
教
科
書

代
４，

０
０
０
円
を
含
む
、
申
込
と

同
時
に
納
入
く
だ
さ
い
。）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

職
業
訓
練
法
人
　
人
吉
球
磨
能
力
開

発
セ
ン
タ
ー

人
吉
市
相
良
町
１
２
５
３
―
１

蕁
２
２
―
２
４
７
５

平
成
18
年
度
「
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
募
集
」

林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
平

成
18
年
度
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
は
64
名
、
依
頼
期
間
は
平

成
18
年
４
月
〜
平
成
19
年
３
月
の
１
年

間
で
す
。

な
お
、
募
集
方
法
等
の
詳
細
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
依
頼
内
容

・
国
有
林
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

回
答
（
年
４
回
程
度
）

・
ア
ン
ケ
ー
ト
時
に
国
有
林
に
関
す
る

ご
意
見
や
ご
提
言
な
ど
の
報
告

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

（
年
１
回
程
度
、
希
望
者
の
み
）

■
応
募
資
格

九
州
圏
内
に
お
住
ま
い
の
国
有
林

に
関
心
を
有
す
る
成
人
（
た
だ
し
、

国
会
及
び
地
方
議
会
の
議
員
、
地
方

公
共
団
体
の
長
及
び
常
勤
の
国
家
公

務
員
は
除
く
）

■
応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
又
は
封
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
九
州
森
林
管
理
局

企
画
調
整
室
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〒
８
６
０
―
０
０
８
１

熊
本
県
熊
本
市
京
町
本
丁
２
番
７
号

九
州
森
林
管
理
局
企
画
調
整
室
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
担
当

■
必
要
事
項

１．

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生

年
月
日
、
年
齢
、
職
業
、
住
所
（
郵

便
番
号
）、
電
話
番
号

２．

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ

か
け
（
具
体
的
に
記
入
）

３．

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
す
る
理

由
（
１
０
０
字
程
度
）

■
募
集
期
限

平
成
18
年
３
月
10
日
（
金
）

＊
当
日
消
印
有
効

■
発
表

・
選
考
結
果
は
平
成
18
年
４
月
初
旬
頃

ま
で
に
依
頼
状
の
発
送
を
も
っ
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・
応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
抽
選
に
よ
る

選
考
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

九
州
森
林
管
理
局
企
画
調
整
室

蕁
０
５
０
―
３
１
６
０
―
６
６
０
６

又
は
０
９
６
―
３
２
８
―
３
５
１
２

ス
キ
ル
が
活
き
る
若
者
の
た

め
の
職
業
訓
練
の
ご
案
内

４
月
生
を
募
集
し
ま
す

（
人
吉
コ
ー
ス
）

若
年
者
委
託
訓
練
は
、
早
期
安
定

就
労
を
必
要
と
さ
れ
る
若
年
者
の
方

を
対
象
に
、
民
間
教
育
機
関
（
専
門

学
校
等
）
で
の
座
学
と
企
業
に
お
い

て
職
場
実
習
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

で
、
こ
れ
か
ら
就
こ
う
と
さ
れ
て
い

る
職
業
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習

得
で
き
る
よ
う
応
援
す
る
訓
練
で
す
。

■
申
し
込
み
資
格

高
卒
、
大
卒
等
の
未
就
職
者
及
び

35
歳
以
下
の
方
で
、
公
共
職
業
安
定

所
に
求
職
申
し
込
み
さ
れ
て
い
る
離

職
者
の
方

■
訓
練
定
員

20
名

■
履
修
内
容

職
務
遂
行
能
力
に
必
要
と
さ
れ

る
、
職
業
人
意
識
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
、
文
書
作
成
、
表
計
算
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
実
務
活

用
操
作
技
術
と
各
種
業
務
ソ
フ
ト
の

知
識
、
分
析
資
料
や
実
務
資
料
の
技

能
・
技
術
を
習
得
す
る
。

■
訓
練
期
間

平
成
18
年
４
月
６
日
（
木
）
〜

平
成
18
年
８
月
28
日
（
月
）
ま
で

■
所
用
経
費

入
学
金
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

な
お
、
教
科
書
、
職
業
訓
練
生
総

合
保
険
等
の
諸
経
費
と
し
て
１
２，

７
０
０
円
程
度
の
自
己
負
担
が
必
要

で
す
。

■
申
し
込
み
受
付
期
間

平
成
18
年
２
月
８
日
（
水
）
〜

平
成
18
年
３
月
７
日
（
火
）

※
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く

■
申
し
込
み
受
付
及
び
選
考
方
法

右
記
申
込
み
資
格
に
該
当
す
る
方

で
、
訓
練
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
職
業
相
談
の

う
え
、
訓
練
の
受
講
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
受
講
の
可
否

結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
第
１
次
審

査
（
優
先
順
位
）
を
行
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
　
雇
用
・
能
力
開
発

機
構
熊
本
セ
ン
タ
ー
　
業
務
課
委
託

訓
練
係

平成17年度

自衛隊入隊予定者 人吉・球磨地区合同壮行会

１．日　時

平成１８年３月１２日（日）
午前１０時　開演

２．場　所

あさぎり町須恵文化ホール

蕁４５－５５１１

３．第２部 （午前１１時～）
第８特科連隊（北熊本駐屯地）太鼓部による太

鼓演奏

入場無料ですので、どなたでも入場できます。
太鼓に興味・関心のある方、一度８特太鼓の演奏を

聴いてみませんか。
※詳しくは、自衛隊人吉募集事務所まで

蕁２２－４７０４



熊
本
市
水
前
寺
公
園
２
８
―
５
１

熊
本
テ
ル
サ
１
Ｆ

蕁
０
９
６
―
３
８
６
―
５
１
０
２

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講

習
会
の
開
催
に
つ
い
て

食
品
関
係
営
業
者
｛「
食
品
衛
生
法
」

及
び
「
熊
本
県
特
定
食
品
衛
生
条
例
」

の
許
可
を
受
け
た
方
｝
は
、
熊
本
県
食

品
衛
生
基
準
条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ

り
施
設
（
営
業
所
）
ご
と
に
食
品
衛
生

責
任
者
を
１
人
以
上
、
置
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
、
資
格
取
得
講
習
会

を
左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ま

だ
「
責
任
者
」
を
置
い
て
い
な
い
営
業

所
の
方
は
、
受
講
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時

平
成
18
年
３
月
２
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
場
所

球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
東

１
４
８
２
―
２
免
田
駅
舎
２
階

商
工
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
セ
ン
タ
ー
（
ポ

ッ
ポ
ー
館
）
２
階
大
ホ
ー
ル

蕁
４
９
―
９
２
１
１

■
講
習
内
容
（
科
目
）

食
品
衛
生
学
、

衛
生
法
規
、
公
衆
衛
生
学

■
受
講
料

３，

０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

■
準
備
す
る
物

筆
記
用
具
（
昼
食
は
、

各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。）

■
そ
の
他

講
習
会
終
了
後
、「
修
了

証
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
一
般
消
費
者
の
方
も
参
加

で
き
ま
す
。

な
お
、
栄
養
師
、
調
理
師
、
製
菓

衛
生
師
、
ふ
ぐ
処
理
師
等
の
免
許
を

持
っ
て
い
る
方
は
受
講
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
食
品
衛
生
責
任
者
と
は
、
営
業
施

設
の
食
品
製
造
・
加
工
・
調
理
及

び
販
売
な
ど
が
衛
生
的
に
行
わ
れ

る
よ
う
営
業
者
の
指
示
に
従
い
従

業
員
の
衛
生
教
育
並
び
に
指
導
技

術
を
行
う
こ
と
を
業
務
と
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

人
吉
保
健
所

人
吉
球
磨
食
品
衛
生
協
会

蕁
２
２
―
３
７
９
２

※
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

野
生
動
物
の
肉
の
生

食
に
ご
用
心
！

２
０
０
３
年
８
月
、
兵
庫
県
に
お
い

て
野
生
シ
カ
肉
の
生
食
及
び
、
２
０
０

５
年
３
月
、
福
岡
県
に
お
い
て
野
生
イ

ノ
シ
シ
肉
の
加
熱
不
十
分
が
原
因
と
思

わ
れ
る
Ｅ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
の

事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
妊
婦
や
高

齢
者
に
感
染
す
る
と
劇
症
肝
炎
を
発
症

し
、
死
亡
す
る
率
が
高
い
と
い
う
研
究

結
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
妊
婦
及
び
高
齢

者
は
特
に
野
生
動
物
の
肉
等
を
生
で
食

べ
る
こ
と
を
控
え
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
野
生
動
物
が
人
獣
共
通
感
染

症
や
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
病
原
微
生

物
、
寄
生
虫
類
等
を
保
有
し
て
い
る
可

能
性
を
常
に
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

人
吉
保
健
所
ま
た
は
厚
生
労
働
省
の
ホ

生衛業経営相談室開設のご案内

売り上げの伸び悩みや、資金繰りに苦労してい

る方、店舗建て替え・改装・移転・支店増設予定

の方、事業の見直しや新しく事業を始める方、ま

た税金・帳簿で苦労してしている方に専門スタッ

フが相談（相談料無料）にお答えします。ぜひご

相談ください。

■相談内容

・経営全般、特に店舗等の経営診断、分析及び

経営情報の提供

・資金需要に対する国民生活金融公庫の利用

方法

・国税（相続、贈与税等）、地方税及び帳簿等の

記帳方法

■対象者

生活衛生関係営業者　又は開業予定の方

（飲食関係営業、食肉販売、理容、美容、旅館ホ

テル、公衆浴場、クリーニング、映画館）

■相談回答指導者　

税理士、指導センター経営指導員

■日時　平成１８年３月６日（月）

１０時～１５時

■場所　人吉保健所

■お問い合わせ先

（財）熊本県生活衛生営業指導センター

熊本市白山１－４－９　末永ビル２Ｆ

蕁０９６－３６２－３０６１

http://www.seiei.or.jp/kumamoto

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｅ
型
肝
炎
Ｑ
＆
Ａ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
人
吉
保
健
所

蕁
２
２
―
３
１
０
７

食
中
毒
に
関
す
る
こ
と

衛
生
管
理
課

感
染
症
に
関
す
る
こ
と

保
健
予
防
課

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/2003/08/ho81

9-2a.htm
l

お
詫
び
と
訂
正

広
報
あ
さ
ぎ
り
２
月
号
で
次
の
と

お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
謹
ん

で
お
詫
び
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
訂
正

い
た
し
ま
す
。

Ｐ
８
　
第
３
回
あ
さ
ぎ
り
町
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
総
合
選
手
権
大
会
男

子
の
部
（
敬
称
略
）

誤
　
３
位
馬
場
亮
平
（
柳
別
府
）

深
水
克
実
（
柳
別
府
）

３
位
太
田
賢
志
郎
（
下
永
里
）

森
山
聖
士
（
麓
）

正
　
３
位
馬
場
亮
平
（
下
永
里
）

深
水
克
実
（
麓
）

３
位
太
田
賢
志
郎
（
柳
別
府
）

森
山
聖
士
（
柳
別
府
）

Ｐ
19

国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
集
計

誤
　
１
億
２
７
７
万
６
８
１
５
人

正
　
１
億
２
７
７
５
万
６
８
１
５
人

裏
表
紙
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

誤
　
万
江
　
由
美
さ
ん

正
　
万
江
　
由
美
子
さ
ん
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あさぎり町の人口 
（２月１日現在） 

総数：17,992人／世帯数：5,755世帯 
男：8,524人／女：9,468人 

行政区紹介濮 

●古紙配合率　100％ 

『永才』 
ながさい 

「ビハ公園さくら祭り」 
撮影場所　ビハ公園 

第２回あさぎり町 
写真コンテスト 

イベントの部（フィルム） 
　入選　横井健一郎さん（人吉市） 

　トリノ冬季オリンピックに沸いている今日この頃。
時差８時間をものともせず生中継でみる若さも気力
もないため結果を聞いて一喜一憂（今のところ一憂
のみですが・・・）しています。オリンピックなど
見ると思うのですが「人間てすごいなぁ」と感動し
ています。選手には才能や運などもあるのでしょうが、
「たゆまぬ努力」なしには結果はでないでしょう。
来年度は「努力」をマイスローガンに掲げ取り組ん
でいきたいと思います。（千） 
 
　本誌18ページの「Ｈｅｌｌｏ，ｅｖｅｒｙｏｎｅ!!」
のヤスミン先生の記事は考えさせられました。私た
ちは本当に現在の幸せな生活に慣れすぎているのか
もしれません。 
　学校に行くことも選挙に行くことも先人たちが勝
ち取ってきた「権利」なのに、今は行かなければい
けない、「義務」のように感じている人も多いので
はないでしょうか。 
　食べ物にしても、日本の残飯の多さは問題になっ
ているようです。私も、まずは我が家の冷蔵庫に
賞味期限切れの食材を残さないことから頑張らね
ば～。（佳） 

　永才地区は、世帯数224世帯、人口597人（H.18.2.1現在）の行政区で、
目の病に御利益があるといわれる寅御前や、才園古墳群（①）、あさぎり
町Ｂ＆Ｇ財団免田海洋センター（②）などがあります。 

②あさぎり町Ｂ＆Ｇ財団免田海洋センター 

①才園古墳群 
　６世紀末から７世紀頃の築造と推測され県指定文化財（史跡）に指定されて

います。元は４基の古墳があったといい通称四つ塚とも呼ばれていましたが、

今では２基の古墳が残っています。昭和13年２月公会堂建設の折、２号墳の石

室を掘り当て、そこから刀剣、玉、馬具類、鏡など数多くの遺物が出土しました。

その中に国の重要文化財に指定された「　金獣帯鏡一面」があり、現在熊本市

博物館に保管されています。 

 

②あさぎり町Ｂ＆Ｇ財団免田海洋
センター 
　青少年をはじめとする町民の皆さ

んの体力向上と豊かな人間づくりを

目指すためのスポーツ・レクリエーショ

ン施設です。25ｍプールと幼児用プー

ルも完備され、シャワー室・更衣室

なども充実しています。５月１日か

ら10月中旬まで開館されますので健

康維持にご利用下さい。 

◇開館時間　9:00～21:00 

（12:00～13:00、17:00～18:00は休憩します） 

◇休館日　毎週火曜日 
◇利用料　幼児、小・中学生　50円　高校・一般　100円 

①才園古墳群 

岡留熊野座神社蘆 

くま
川鉄
道 

第二 
つつじケ丘 
学園蘆 

蘆JAくま選果場 
蘆JA車検センター 

蘆早苗保育園 寅御前蘆 

　★ 
才園古墳群 

あさぎり町 
B&G財団 
免田海洋センター 
★ 
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